
施工状況

　老朽化したり、使用できなくなった建物
は、解体し、撤去されます。

　解体工事では、普段は見えない土の下
の建物の基礎や杭の撤去も行います。
　撤去されずに残っていると、次に建てる
建物の工事に支障をきたすため、確実に
指定されたものは撤去する必要がありま
す。
　また、撤去された廃材などは分別し、適
正に処分する必要があります。

解体工事

検査状況　（撤去完了後）

　基礎や杭の撤去後、埋め戻す前に、解
体した基礎の深さや杭の本数、長さなど
を確認し、確実に撤去されているか検査

解体工事

を確認し、確実に撤去されているか検査
しています。
　左の写真は撤去する基礎底までの深さ
を計測し、基礎が確実に撤去されている
か確認しています。
　また、分別し、撤去した廃材の数量や
処分先への運搬方法、処分場の受け入
れなどを確認し、適正に処分されている
か検査しています。

杭工事

杭地業(既製杭）
検査状況　（杭打ち施工中）

　地盤の状況や建物の規模により、建物
を支える杭工事が必要な場合がありま
す。
　杭は、建物が沈んだり、傾いたりしない
ように建物の荷重を支持地盤に確実に
伝える必要があります。
　既製杭を施工する前に、杭の長さや径
などの形状、材質、ひびなどがないか
等、材料の検査を行っています。
　杭は設計どおりの位置に、予定深さの
支持層まで、垂直に施工する必要があ
り、施工手順や、掘削の抵抗電流値等か
ら支持地盤まで確実に到達しているかな
どを検査しています。



杭地業（現場打ち杭）
検査状況　（鉄筋挿入前）

　現場打ち杭では鉄筋、鋼管建て込み前
に、鉄筋かごの長さや径、配筋等の検査
を行います。

  杭は、既製杭同様、設計どおりの位置
に、予定深さの支持層まで垂直に施工す
る必要があり、施工中には、掘削深さや
建て込みの施工手順、鉄筋かごを繋ぐ場
合は定着（規定の鉄筋の重ね合わせ長
さ）などを検査しています。

杭工事

 杭地業(既製杭）
検査状況 　（杭打ち、墨出し完了後）

　杭の施工後、杭の位置、杭頭の高さな
どを検査します。現場打ち杭も同様で
す。

杭工事

す。

　杭は、建物を支える非常に重要な役割
を担っています。
　杭材料の品質を確保し、適正に施工す
ることにより、設計どおりの機能が発揮さ
れ、建物の安全性が確保されます。

鉄筋工事

地中梁配筋
検査状況　（配筋組立完了後）

　鉄筋コンクリート造の建物は、柱、梁、
壁、床などが鉄筋とコンクリートでできて
います。
　必要な強度を確保するために、鉄筋を
設計どおりに配筋する必要があります。
　鉄筋は適切な位置にないとコンクリート
がひび割れやすくなったり、耐久性が悪
くなったりします。
　鉄筋を配筋した後に型枠を組んで、コ
ンクリートを流し込んでいきますので、そ
の前に検査する必要があります。



 床配管
検査状況

　建物の多くは、電気、水、ガスなどを使
用しますので、配線や配管が必要になり
ます。

鉄筋工事

床配筋
検査状況  （配筋組立完了後）

　　配筋の検査では、鉄筋の太さ、本数、
位置などのほか、鉄筋のつなぎ方や鉄筋
の間隔などを検査しています。
　鉄筋を適切に配置することにより、建物
の安全性、耐久性が確保され、建物を長
く、安全に利用することができます。
　柱、壁の配筋も同様に検査していま
す。

鉄筋工事

ます。
　床や壁に敷設する配管の材料や支持
（固定状況）、離隔（管相互の距離）等の
施工状況を検査しています。
　支持や離隔を適切に行うことにより、電
気工事などの品質やコンクリートの強度
などが確保されます。
　電気などを安全に安心して使用するた
めに、重要な検査です。

コンクリート工事

検査状況
（型枠除去、基準墨出し完了後）

　コンクリートは建物の骨格となる非常に
重要な部材です。
　コンクリートの検査では、空隙や材料の
変質など仕上がり面の状況、高さ、幅な
ど部材の形状、コンクリート強度などを検
査しています。

　コンクリートの品質を確保することによ
り、建物の安全性、耐久性が確保され、
建物を長く、安全に利用することができま
す。



金属製建具工事

完成状況（金属製建具）

　人の出入りに伴い、建具はよく使用され
ます。
　建具が精度よく取付られていないと、扉

金属製建具工事

金属製建具枠取付
検査状況　（アンカー取付け完了後）

　建具検査では、建具の性能や耐久性を
発揮するために、仕上で見えなくなる前
に、建具を取り付ける建具枠の精度など
を検査しています。
　建具枠が水平や垂直方向に規定の範
囲内で取り付けられているか、建具枠と
躯体の接続に使われるアンカーは適切
な間隔で付いているか等検査していま
す。

金属工事

天井下地
検査状況　（天井下地完了後）

　天井下地検査では、天井仕上げ材を
張る前に、一定の強度を保ち地震などに
も強いように、下地材の検査をしていま
す。
　天井の高さ、天井下地材の材料、形
状、設置の間隔、開口部の補強、取り付
け金物等を検査しています。

建具が取り付けられた写真
　建具が精度よく取付られていないと、扉
が開閉できなくなり、防犯・災害時に危険
です。



金属工事

完成状況（軽量鉄骨天井）

　天井仕上げ材は取付けてしまうと、内側
が見えなくなります。
　そのため、仕上げ材を貼る前に内部を
確認しないと、急な落下などにより人に危
害が及ぶ可能性があります。

防水工事

シート防水SI-M2工法
検査状況　（防水施工途中）

　防水工事は雨漏りの防止や建物の耐
久性を向上させるために非常に重要な
工事です。
　防水工事には種々の工法があります　防水工事には種々の工法があります
が、十分に機能を発揮するためには、工
法に応じた適切な施工が重要となりま
す。
　防水工事は部位ごとに工法が異なる場
合が多くあります。
　検査は、工法に合わせ、材料、下地処
理、シートの厚み、重ね幅、固定金具の
ピッチ、隅部の納まりなどを検査していま
す。

防水工事

シート防水SI-M2工法
完成状況

　適切な施工を確認することにより、所定
の防水機能や耐久性が確保できます。



　敷地外へ雨水排水管が接続されてい
ないと、雨水が建物に流れ込んだしま
す。
　それを防ぐために、雨水桝や配管を設

建築配管工事

埋設前の雨水配管が良く見
える写真、桝の中も見えれば
なお良い。

検査状況
（配管設置完了後）

　屋外地中埋設配管の検査では、土を埋
め戻す前に、埋設配管の材質や径、水
勾配、桝への接続は適正か、桝の材質
や大きさは正しいか、泥だめは適切にと
られているか等を検査しています。

建築配管工事

雨水桝が設置され、配管が

完成状況（（屋外地中埋設配管）

　それを防ぐために、雨水桝や配管を設
置し雨水処理を行う必要があります。
　計画通りの雨水処理を行うことで、浸水
を防ぎ、建物の耐久性を向上することが
出来ます。

屋外埋設配管
検査状況

　建物の外部にも排水管や給水管、
電線管などが敷設され、設計どおりに
施工されているか検査をしています。
　排水管の大きさや勾配、枡の設置
状況などを確認し、一定の機能を確
保しています。
　水や電気などを安心して使用する
ために非常に重要な検査です。

雨水桝が設置され、配管が
埋設されている写真

機械配管工事



電気配管工事

屋外埋設配管
検査状況

　電気の埋設配管の検査では、電気
を安全に使用できるように配管材料
や深さ、離す間隔、中継枡設置状況
等を検査しています。

完成状況（ゴミ処理施設内の施工確認）

　クリーンセンターでは、市内で発生する
可燃ごみから大型ゴミまでの処理を行っ
ています。ゴミ焼却施設や資源リサイクル

ごみ焼却施設整備工事

ています。ゴミ焼却施設や資源リサイクル
センターでは適正で計画的な処理が行
えるよう定期的な整備工事を毎年実施し
ており、この整備状況の確認を行いま
す。

下水施設の整備工事

　クリーンセンターでは、市内で発生する可燃ごみから大型ゴミまでの処理を行っています。ゴミ焼却施設や資源リサイクルセンターでは適正で計画的な処理が行えるよう定期的な整備工事を毎年行っており、この工事整備状況の確認を行います。

検査状況(下水施設の排水ポンプ整備検
査）

　ライフラインの一つである下水施設の中
継ポンプ場に設置している排水ポンプの
整備状況の確認。下水施設では予防保
全を施し浸水対策に努めています。



エレベータ設置工事

検査状況（出来形確認）

エレベータの材質・形状・寸法が図面
どおり施工されているか検査していま
す。

エレベータ設置工事

検査状況（出来形確認）

エレベータの材質・形状・寸法が図面
どおり施工されているか検査していまどおり施工されているか検査していま
す。

エレベータ設置工事

検査状況（レールの据付け検査）

エレベータのカゴ上に乗って、安全・
安心な運転が確保できるようにレール
や材料のが承諾図どおり取付けられ
ているかを確認します。



エレベータ設置工事

検査状況（ワイヤーロープの取付け確認）

エレベータを支えているワイヤーが承
諾図どおり施工されているか確認して
います。また、運転開始後、事故が発
生しないようにワイヤー等の破損・損
傷がないかも確認しています。

検査状況（レールの据付け検査）

エレベーターのレールは、運転する
のに大切な部分です。レールが承諾
図どおりに据え付けられていないと故

エレベータ設置工事

エレベータ設置工事

検査状況（レールの据付け検査）

かご上の点検用乗り場にのって１階
から最上階までのレール、重り、ケー
ブル等の施工状況を確認していま
す。適正な施工を確認することで毎
日安全に使用できます。

図どおりに据え付けられていないと故
障・事故の原因になります。



下水道処理施設の電気工事

あと施工アンカー工事

下水道施設の電気室に盤を設置する
ためにあと施工アンカーの引き抜き
試験を実施しています。これは、盤を
固定するために大事な工事です。こ
の作業で施工不良となっていたら地
震の時に盤が倒壊する恐れがあるの
で大事な検査です。

下水道処理施設の電気工事

分電盤の取付け確認

設置された分電盤の取り付け状態が
基準値内になっているか確認してい
ます。水平垂直になっていないと地ます。水平垂直になっていないと地
震の時に倒壊する恐れがあるので、
とても大事な検査です。

下水道処理施設の電気工事

機能確認

出力の電圧が仕様のとおりの定格値
となっているか確認しています。ポン
プなどの設備の運転に支障をきたす
場合があり、とても大事な検査です。



機器取付け確認

高所作業車に同乗して防災行政無
線（拡声器）の取り付け状態を確認し
ています。
強硬に固定されていないと落下の恐
れがあり、もし落下したら大事故にな
るので大事な検査です。

防災行政無線（拡声器）設置工事

機器取付け確認

高所作業車に同乗して防災行政無
線（拡声器）の取り付け状態を確認し
ています。

防災行政無線（拡声器）設置工事

ています。
強硬に固定されていないと落下の恐
れがあり、もし落下したら大事故にな
るので大事な検査です。

防災行政無線（拡声器）設置工事

機器取付け確認

高所作業車に同乗して防災行政無
線のアンテナの取り付け状態を確認
しています。
このアンテナで防災無線を受信する
ので取り付けが不良の場合無線を受
信できなくなるので大事な検査です。


